



 情報・広報担当理事 広瀬貞樹  
 一昨年の４月から、情報・広報担当理事を仰せつかりました。黒田センター長はじめ、総合情報基盤センターの皆様にはいつも大変お世話になっております。総合情報基盤センター広報の編集担当の先生から寄稿の依頼を受けましたので、情報担当として取り組んだことの1つである学生証、及び教職員の身分証の IC カード化について書かせて頂きます。 セキュリティ強化のために、学生証、及び教職員の身分証を現在の磁気ストライプカードからIC カード化することが必要であると考えております。ICカード化については、富山大学でも以前から何度か検討されたことがあったと記憶しておりますが、当時はまだ導入経費が高く実現に至っておりませんでした。 導入経費が安くなったとはいえまだまだ高いので、できるだけ安く、また折角ICカード化するのですから利用価値のあるカードにしたいと考え、生協、富山地方鉄道と協議し、生協の組合員証、さらには富山地方鉄道の「えこまいか」を搭載することができました。 学生や教職員は複数のカードを持ち歩く必要がなくなりますし、学生証や身分証で生協での買い物もでき、市電にも乗れることになります。勿論必要のない方には単なる学生証や身分証に過ぎません。また、大学、生協、富山地方鉄道の3者で1 つのカードを作ることになりますので、安く導入することが可能になります。特に生協には大変なご協力を頂きました。その上、公共交通の利用促進につながるということで富山市からもご助成頂きました。お蔭で、大学単独で導入するより、相当の低額での導入が可能になりました。 交通カードを搭載した学生証は、最近では首都圏の特に私立大学を中心にSUICAや PASMOを搭載したものが増えてきてはおりますが、地方の、しかも国立大学で、地方の交通カードを搭載した学
生証の例はあまりないと思います。私の知る限りでは、高松琴平電気鉄道のIRUCAを搭載した香川大学の学生証だけではないかと思います。 今回導入するカードは、全国の大学等教育機関での利用を想定した共通の認証 ID 仕様を有しており、すでに数多くの大学で採用されています。平成２４年６月に文部科学省より出された「大学改革実行プラン〜社会の変革のエンジンとなる大学づくり〜」においても、今後大学間のこれまで以上の連携が求められており、これらの実現のためにも、認証連携基盤の構築とその利用を容易にするICカードの導入が必要だと考えています。さまざまなシステムの対応にはまだしばらく時間がかかりますが、実現すれば、例えば出張先の大学のネットワークを相互認証することで利用したり、これまで学内からだけしかアクセスできなかったオンラインジャーナル等に自宅からセキュアにアクセスして利用したりすることができるようになります。学生にとっては、本学学生向けの割引サービスやポイントサービスなども始まるかもしれません。 この４月の新入生から年次進行で導入しますので、遅くとも６年後にはすべての学生の学生証がIC カード化されます。大変便利な IC カードですが、たくさんの機能が搭載されればされるほど、その管理も重要になります。安易にだれかに貸したり、なくしたりしないよう、これを持つ一人ひとりがその重要性を理解して、しっかり管理し、活用して欲しいと考えています。 学内のさまざまなサービスが完全に IC カード対応になるにはまだしばらく時間はかかりますが、総合情報基盤センターと協力しながら、学生、教職員の皆様が学習、教育、研究に安心して取り組める、安全で便利な情報環境を構築していきたいと考えております。富山大学の情報環境のこれからの変革にご期待ください。 
